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ていましたが、屋外用の周波数帯として5.47~5.725GHzのW56が2007年に追加
で割り当てられました。

制御方式
無線 LANでは、CSMA/CA（Carrier Sense Multiple Access with Collision 

Avoidance）方式で端末間の通信制御を行っています。
無線LANは半二重の通信になるため同じ周波数帯で同時に電波を発信する端末

が存在した場合にはコリジョンが発生します。
そのためCSMA/CAの制御により無線通信回線が一定時間継続して空いている状
態を確認してから電波を送出し、複数の端末からの電波発信の混線を回避してい
ます。

変調方式
変調方式はビットの信号を電波に変換して転送する際の方式です。無線LANの変
調方式ではCCK方式とOFDM方式があります。

CCK変調方式
CCK（complementary code keying）はビットを電波信号に変換する際に、拡
散符号という信号を掛け合わせて送信します。拡散符号によって電波の強弱（0
と1を示す信号）が緩やかな信号となり、そのまま送付する場合に比べて周囲の
電波干渉に強くなります。

OFDM変調方式
OFDM（Orthogonal Frequency Division Multiplexing）は直交周波数分割多重

を示し、複数のサブキャリアと呼ばれる搬送波を周波数上に重ねて配置する事が
でき、周波数帯を効率よく利用し高速な通信を実現する事ができます。

4.	無線LAN通信規格

IEEE 802.11a
1999年に策定された通信規格で5Gヘルツ帯の周波数を利用しOFDM変調方式で
最大54Mbpsの通信を実現しています。

IEEE 802.11b
1999年に策定された通信規格で2.4Gヘルツ帯の周波数を利用しCCK変調方式で




